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チャレンジする勇気 

令和５（2023）年が幕を開け、社会教育センターは「二十歳の

集い（旧成人式）」の開催とともに１年が始まりました。昨年も

新型コロナウイルス感染症の終息がいまだ見通せない中ではあ

りましたが、町図書室は年間を通して開室することができまし

た。本年もコロナ対策を適切に実施し、利用者の方が安心して図

書室をご利用いただけるように運営してまいりますのでご愛顧

いただきますようよろしくお願いいたします。 

昔から「一年の計は元旦にあり」とはよく言われ、毎年、「今年は絶対に○○するぞ」など目

標を立てられた方も多くみえるのではないかと思います。かくいう筆者も毎年何かしらの誓い

を立て、すぐに挫折を毎年繰り返していますが、今年は「チャレンジ」という言葉を胸に、何事

に対しても挑戦する気持ちを持って日々過ごしていきたいと思っております。 

「チャレンジ」で思い出されるのは、先月までカタールで開催されていましたサッカーワール

ドカップです。日本がドイツ・スペインといった優勝経験のある強豪国を相次いで破り、日本中

が歓喜に沸いたことは記憶に新しいところです。その中でも、日本が目標に掲げていたベスト８

をかけたクロアチアとの決勝トーナメント１回戦は、まさに手に汗を握る試合となりました。両

チームが一歩も譲らない激闘の末、ＰＫ戦で敗れ惜しくもベスト８にたどり着くことは叶いま

せんでした。 

そのＰＫ戦では、森保一監督が蹴る順番を選手たちに託したことが話題になりました。ワール

ドカップという大舞台での相当な緊張感がある中で、南野拓実選手はＰＫ戦を蹴ることに率先

して手を挙げました。結果は惜しくもゴールとなりませんでしたが、森保監督は、ワールドカッ

プ後のインタビューで、「ＰＫ戦を蹴った南野選手は、口から心臓が飛び出るくらいの緊張とプ

レッシャーの中、よく勇気ある決断をしてくれた」と南野選手を称え、さらに「失敗を恐れず勇

気をもってチャレンジすることが大切」と述べました。 

「失敗を恐れずチャレンジすること」はサッカーに限らず、どのような場面においても通じま

す。失敗を恐れ消極的になってしまうとチャレンジすることができず、成長につながりません。

失敗を恐れずどのようなことにでも積極的にチャレンジすることが成長につながるのではない

でしょうか。 

今年の干支はウサギです。大人への一歩を踏み出した二十歳の皆様には、森保監督の言葉の通

り「失敗を恐れずチャレンジ」し、ウサギのように飛躍されることを願っています。 

また、ウサギの耳は福を集めると言われます。卯年が皆様にとってご多幸な年となりますよう

お祈り申し上げます。 

図 書 室 だ よ り 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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